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【第２部】報告 
〈テーマ〉「職域拡大に向けた“コンプライアンスのパイオニア養成”プログラム」の紹介 

 
                      講師：桐蔭法科大学院長 蒲 俊郎 氏 
                         （桐蔭法科大学院教授、弁護士） 
 
司会 続きまして、桐蔭法科大学院長の蒲先生からのご報告です。 
 
蒲 本学の研究科長を務めております蒲と申します。おそらく全国でも、現役の弁護士が

ロースクールの研究科長を務めているというのは例がないと思います。パンフレットにも

私の経歴が簡単に書いてありますが、私はＩＴ等を専門とする弁護士であり、教員よりむ

しろ弁護士のほうが比重が重い。そうした中で、法科大学院の研究科長もやっています。 
 逆に言えば、通常の大学教員ではないという、その独自性が、本学の特徴を現している

かと思います。私は、研究科長になって既に７年になりますが、普通ではなかなか難しい

ようなことをいろいろ実施してきたつもりでいます。例えば、本学ロースクールの校舎は

従来あまり使い勝手がよくなかったのですが、数年前に、ロースクールに対する逆風がふ

く中、専有面積で約 1.5 倍、相当広く使い勝手の良い本校舎に移転しました。さらに言えば、

大宮法科大学院との統合も、私と大宮の学長と共同して断行しました。そうした思い切っ

た施策の 1 つとして、今回、私が立ち上げたのが、この「コンプライアンスのパイオニア

養成」プログラムです。今日のシンポジウムも、コンプライアンスのパイオニア養成プロ

グラムの一環として行われています。今日は、せっかくの機会ですので、その宣伝を少し

だけさせていただきたいと思っています。 
 もともと本学は、社会人向けの教育を主に行ってきました。社会経験の中で培った専門

知識と、本学で学ぶ法律知識が融合して、われわれが勝手に造語したのですが、「ハイブリ

ッド法曹」という新たな法律家像といったものをつくっていこう、と。このあとパネリス

トで参加されます中の 2 人、あちらに今座っていますが、高橋君は某大手監査法人にお勤

めです。それから、一番右にいる越後さんは元々お医者さんです。2 人とも、現役の医者、

現役の会計士という中で、本当に大変な思いをして本学に通って、見事司法試験に合格し

て、今その分野でのまさに第一人者になろうとしています。 
 本学は、新設校であるにもかかわらず、既に 65 名を司法試験に合格させています。この

中には、先ほどの 2 名以外にも、例えば、最近多い例では、霞ヶ関から近いものですから、

国家公務員のキャリア。あと、医者、会計士、弁理士など士業の方々。さらには名だたる

著名企業の法務の方など、そういった社会人の方々が、本当に皆さんお忙しい中、朝から

晩までそれぞれの職場で働いて、そのうえで本学に夜間通っていらっしゃいます。本学は

夜７時から授業を行っています。日本のロースクールの中でも一番遅い開始時間ではない

かと思います。7 時からここで 3 時間授業を受けたうえで、多くの人が、すぐそこに自習室
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があるのですが、そこで 11 時過ぎまで勉強しています。それでも 1 日の勉強時間はせいぜ

い数時間であるにもかかわらず、東大とか１日 24 時間勉強できるロースクール学生と戦っ

て、これだけの多くの人が司法試験に受かってきているわけです。 
 そういった実績を基にして、今回、この桐蔭コンプライアス・リサーチ教育センターを

立ち上げたわけです。このスライドの一番上に名前が挙がっている越後さんは、このあと

ここにパネリストとして座られます。もともとお医者さんで、金沢大学附属病院経営企画

部副部長に就かれて、日本初の国立大学附属病院院内弁護士として活躍された後、今、虎

の門病院に在籍していらっしゃいます。それから、右上に挙がっている高橋くんは、四大

監査法人の一つである某監査法人の会計士さんです。やはり働きながらここに通って、弁

護士の資格を取って、今その監査法人に戻って、内部でコンプライアンスを担当していま

す。 
 先ほど久保利先生のお話にあったように、企業不祥事がある度に、コンプライアンスの

重要性が再認識されます。そうした状況の中、本学は、コンプライアンスのパイオニア養

成プログラムの提供を今年から開始しています。これはきちんと文部科学省にも意義を認

めていただいていまして、文部科学省から「優れた取り組み」であるという判定結果を得

ております。思いつきではなく、きちんとした制度をわれわれは構築して、それを文部科

学省も認めてくれているというものです。 
 これはどういったものかというと、「コンプライアンス領域における研究と教育のポジテ

ィブサイクルの構築」。この機関が最先端の研究活動をして、社会に情報発信する。それと

ともに、本学の中に、コンプライアンス関連科目のパッケージングによるカリキュラムを

つくっています。そこで、学生にはコンプライアンスに関する研鑽を積んでもらって、こ

の機関からの発信、それから学生・教員の参加、これらが相互に参加し合い、一つになっ

て、よりよいコンプライアンスにおける教育、さらにコンプライアンスそのものに関する

研究を発信していこうというのが、この取組の要点です。 
 スライドにありますように、非常に目新しい、面白い科目が用意されています。よその

学校では司法試験に関係ない科目はあまりやらないという傾向が最近あるようですが、本

学はそんなものは全く無視して、司法試験に関係あろうが、あるまいが――司法試験はほ

んとに一里塚にすぎません。問題は受かったあとですから。――ここできちんと、修了し

た方々が活動できるような知識を提供したいと考えています。 
 例えば、久保利先生の「現代弁護士論」、「弁護士の将来像」。おそらくこういう科目は日

本中どこを探してありません。それから、私が教えているのは、「インターネットの法律実

務」です。「企業法務」も教えています。ほかにも、高橋くんには「企業会計」を教えても

らったりしています。今日登壇される方々は、それぞれ独自の科目を持っていらっしゃい

ます。 
 そして、コンプライアンス分野で著名な久保利先生には、このセンターのセンター長に

就任していただきました。なにしろ、本学では、各分野においてコンプラアインス体制の
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確立に寄与できる、ハイブリッド法曹として活躍できる人材を是非つくっていきたいと思

っていますので、関心があれば、今日皆さんにパンフレットをお配りしていますので、皆

さん、是非本学に入学していただきたいと思っています。ちなみに、第１回シンポジウム

が 3 月にありました。これは読売新聞にも掲載され話題になりました。このシンポジウム

に関しては、今日もたくさん参加していただいていますが、引き続き様々なトピックなも

のをテーマにして続けていきたいと思っていますので、今後もぜひ参加いただきたいと思

っています。 
 今日のシンポジウムをどういう形でお知りになったか知りませんが、大手企業には案内

を送っていますし、それから、本学のホームページにも載せています。ときおり本学のホ

ームページを見ていただいて、もしくは、本学からの案内などに目を通していただいて、

こういったシンポジウムにぜひご参加いただきたいと思っています。ありがとうございま

した。 
 
司会 蒲先生、ありがとうございました。 
 
 
 


